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ここが聞きたい 般一 質 問
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汚泥処理を市で行う時期に合わせ、従量制に移行したい

問 	 定額制で運営されている農業集落排水使用料を従
量制へ移行する考えは。

答 	 現在、地元で農地還元している汚泥処理を市で処
理する時期と合わせて、従量制に移行したい。

問 	 従量制移行で一般家庭の使用料はどうなるのか。
答 	 水道使用量の多い大家族は増額となり、一人暮ら

しや高齢者世帯などの水道使用量の少ない方は安
くなる。

問 	 汚泥処理は各処理場ごとに農地還元しているが、
必要な農地確保に苦慮している。従量制への移行
に伴い市が汚泥処理する時期は。

答 	 バイオマス資源としての利活用を含めて検討して
おり、公共下水道分も含め処理方法を決定したい。
処理方法の決定と施工の工事含め概ね5年は必要。

問 	 地方公営企業法の適用に伴う効果は。
答 	 企業会計方式で複式簿記が採用されるため、経営

状況の明確化・計画的な事業経営・事業の透明性
向上が期待される。

上下水道事業の運営について
問 	 上水道の有収率（※）は。
答 	 平成27年度決算で89.3％。旧町別の数値は過去3

年平均で旧田原90.8％、旧赤羽根84.4％、旧渥美
85.4％。

問 	 有収率の目標数値は。
答 	 全国平均の90％を超えることを目標とする。

問 	 今後は老朽施設の更新などで経営状況が厳しくな
ると予想される。水道料金を改定の考えは。

答 	 老朽施設の更新需要の増大や人口減少などによる
料金収入減といった課題に直面しており、経営環
境は厳しい。料金改定には市民の理解が必要であ
り、有収率の向上に努める。改定時期は水道事業
経営戦略（平成29年度策定予定）で検討していく。

農業集落排水使用料の従量制への移行は
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（※）	 配水量のうち、漏水などせず料金収入につながった水
量の率
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